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連合北海道、連合石狩地協、札幌地区連合は３月10 

日、共済ホールで「2026 春季生活闘争勝利！3.10

全道総決起集会」を開催し、650人が参加しました。 

集会では、春闘スローガン「こだわろう！くらしの

向上 ひろげよう！仲間の輪」に基づく方針を確認。 

3 月 17 日～19 日を最大のヤマ場とし、前年を大き

く上回る賃上げを実現することを意思統一しました。 

集会の冒頭、連合北海道の須間会長は「2 年連続の

大幅賃上げの流れを止めることなく、物価上昇を上回

る賃上げをめざして一人一人が春闘をけん引しよう」

と述べ、2026春闘の重要性を訴えました。 
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 続いて、和田事務局長が春闘方針を提起し、「地域で月例賃金の引き上げを実現する。そのため、産業別

部門連絡会や中小パート共闘会議を中心に情報を共有し、各構成組織・地協が総力を結集して交渉を展開す

る」とし、地域春闘への結集を呼びかけました。また政治課題について、今回の衆院選について総括すると

し、連合が支援した中道改革連合の惨敗を踏まえ、「来春の統一地方選に向けた取り組みの再構築を急がな

ければならない」としました。その後、産別・地協からの決意表明をＵＡゼンセン、ＪＡＭ北海道、渡島地

協から受け、集会決議を採択、全体の団結ガンバローで集会を終えました。 

 2026春季生活闘争は3月16日からの先行組合回答ゾーンを皮切りに、最大の交渉局面を迎えます。 

すべての働く者の賃金の「底上げ」「底支え」「格差是正」を前進させ、「働くことを軸とする安心社会」に

向け、組合のない職場、有期・短時間・契約等労働者とともに総力を結集し、最後の最後まで、ともに闘い、 

こだわろう！くらしの向上 ひろげよう！仲間の輪 

 

 

 

 

 


